





木村 裕三  
 
１． はじめに  











































にはまさに韓国の第 7次教育課程の真髄がより詳細にちりばめられていることになる。  

















































エ． 外国の文化を理解することで自国の文化を改めて認識し，正しい価値観を養う。  













言語機能  音声言語  文字言語  
理解機能  リスニング  リーディング

















領域  内容  
素材  














語彙  ・「基本語彙表」を中心に使用  
 5
・学年／段階別に資料できる新しい語彙数  
 3学年： 80～ 120単語    4学年： 80～ 120単語  
 5学年： 90～ 130単語    6学年： 90～ 130単語  




・ 3， 4学年： 7単語以内  
・ 5， 6学年： 9単語以内  


























この中で３～６学年では 30 単語，７～ 10 段階では 20 単語ぐらいを追加し使用できる。  














 領域  
学年  

























( 9 )一 つ の 文 章 を 聞 い
て，その文章が表現し
ている絵を探す。  



























 領域  
学年  

































( 1 )日 常 生 活 に 関
する簡単な会話を
する。  




( 3 )一 文 で 指 示 ま
たは命令をする。
( 4 ) 必 要 時 に 助 け
を求める。  
( 5 )短 く て 簡 単 な
チャンツや歌を歌
う。  





( 7 ) 適 切 な 表 現 ，
身振り等を使用し
会話をする。  








( 2 ) 簡 単 な 単 語
を つ づ い て 読
む。  





( 4 )周 囲 の 英 語
文字に関して好
奇心を持つ。  






 領域  
学年  






















































































 領域  
学年  








































い て テ ー マ を 話
す。  








































字 と 句 読 点 ( ピ リ
オド，クエスチョ






















































picture and sounds,  話をつづけるゲーム，ひそひそゲーム，Tic Tac Toe,  Scramble,  Hot 
and cold, What’s missing, Mamma says, Bingo game 
(2)リーディングの指導に活用できるゲーム：辞書探し (Dic t ionary Search)，単語／文章認識




１． 教授・学習モデル  































ペア単位  グループ単位  
展開  
導入  前時の復習  学習内容の提示  
 12
イ .コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング（Communicative Language Teaching）  
コミュニケーション能力育成のための実質的な教授・学習状況を設定し授業を展開するこ
とが要求され，正確性よりも流暢性が求められる。  






2) 教授学習モデル  















Meaningful Dri ll  
(discourse skil l) 
game, song, chantに よ
るリスニング練習  
活動に積極的に参加  



































ウ．全身反応教授法（Total Physical Response Approach: TPR）  
全身反応教授法は身体的行動を通して英語を学習する方法で，教師の命令に従って生徒が
身体的な反応を示すことで言語に対する理解を動作で表現することである。  




2) TPRの教授手順  
ア）第 1段階：新しい命令語に従い行動する (New Commands) 
イ）第 2段階：復習 (Review) 
ウ）第 3段階：質問し動作で答える (Asking Question) 
エ）第 4段階：役割交代 (Role change) 
オ）第 5段階：読んで書く (Reading and Writing) 
3) 全身反応教授法の指導課程  
 
 
                                    
ア）  教師が提示（命令）し，教師の指示に従い生徒が行動する。  
イ）  生徒が命令語を理解したら今度は教師の命令を聞いて行動する。  
ウ）  生徒が慣れてきたら教師は命令だけし，生徒だけが聞いて自ら行動し，行動するの
に慣れてきたら生徒が自ら命令し行動する。  
エ）  前の時間に学習した内容を復習した後，新しい内容を一つずつ追加していく。  
４）全身反応教授法の教授・学習モデル  




















全体反応  ・全体活動   展開  






提示  動作を示す  練習  応用  希望者の発表  
 14
個人反応  
・教師と 1対 1の行動  
・児童同士 1対 1の行動  















あいさつ  ・全体あいさつ   
 






































歌を歌う (Song)，TPRやChantをする  
前時の学習内容を復習する  
学習問題を知る  









































２）ロールプレイ (Role Play) 
ロールプレイとは学習者に言語使用に関する役割を仮想することによって，与えられた情








(1) グループ別にロールプレイの状況に従い再構成する。  
(2) 表情と動作を大きく演技し，声も該当人物の年と性別に合った声を出す。  
(3)  教師は生徒が作った多様な話すべてに肯定的に反応し褒めながら生徒が想像力と創意力
を発揮し自由に話しを作り発表できるようにする。  









1時間目  聞いて理解する (Think)→遊び  
4時間目  まとめながら練習→遊び  








































































段階  指導課程  












教師 /生徒  
･復習  
教師 /生徒  
･学習教材  











 教師 模範行動  
 教師－生徒の実演  
･児童 状況説明  
 児童 模範行動  







･全 体 練 習 ， 全 体 行 動
文を見ながら教師の後
に続いて話す  
･新 出 単 語 カ ー
ド  
･構文カード  
分担反応  ･行動を提示  
･分担別，グループ別，
男女別  




 教師 /生徒  
･生徒 /生徒  
 1対 1で行動  


















･遊 び に 必 要 な
資料  
･絵，実物  









･教師 /生徒  







あいさつ  ･全体であいさつ  ･ペアであいさつ   教室英語  
 












































･ 同 異 区
別  




･ 正 し い
単 語 を
書く  




･ 単 語 の
区別  





























































１） 3， 4学年（ 8単元）  
 3学年  4学年  
1 Hello, I ’m Minsu. Nice to Meet You 
2 What’s This? Don’t Do That 
3 Happy Birthday! How Old Are You? 
4 Wash Your Hands What Time Is It? 
5 I Like Apples Who Is She? 
6 How Many Cows? Is It  Your Cap? 
7 I Can Swim Sorry I Can’t 




























































２） 5， 6学年（ 16単元）  
 ５学年  ６学年  
1 How Are You? Where Are You From? 
2 What Day Is I t  Today? Is This York Street? 
3 It ’s Under the Table. I Like Spring. 
4 What a Nice Day! When Is Your Birthday? 
5 Where Is Namdaemun? May I Help You? 
6 I Get Up at Seven Every Day Can I Have Some Water? 
7 She’s Tall My Father Is a Pi lot 
8 Let’s Go Swimming What Will You Do This Summer? 
9 Whose Boat Is This? How Was Your Vacation? 
10 Do You Want Some More? I’m Stronger than You 
11 What Are You Doing? What Do You Want to Do? 
12 This Is a Bedroom Will You Help Me, Please? 
13 What Did You Do Yesterday? That’s Too Bad 
14 Is Peter There? Would You Like to Come to My House?
15 Can You Join Us? It ’s Time to Go Home 




 3学年  4学年  5学年  6学年  
1 時
間目  
・ Look and Lis t en (1)  
・ Lis t en and Repeat  (1)  
・ Let ’s  P lay  (1)  
・ Look and Lis t en (1)  
・ Lis t en and Repeat  (1)
・ Let ’s  P lay  (1)  
・ Look and Lis t en 
・ Lis t en and Repeat  (1)
・ Let ’s  P lay  (1)  
・ Look and Lis t en 
・ Lis t en and Repeat  (1)
・ Let ’s  P lay  (1)  
2 時
間目  
・ Look and Lis t en (2)  
・ Lis t en and Repeat  (2)  
・ Let ’s  Chant  
・ Let ’s  P lay  (2)  
・ Look and Lis t en (2)  
・ Lis t en and Repeat  (2)
・ Let ’s  Chant  
・ Let ’s  P lay  (2)  
・ Look and Speak 
・ Lis t en and Repeat  (2)
・ Let ’s  Sing/Chant  
・ Let ’s  P lay  (2)  
・ Look and Speak 
・ Lis t en and Repeat  (2)
・ Let ’s  Read 
・ Let ’s  P lay  (2)  
3 時
間目  
・ Look and Speak 
・ Let ’s  Sing 
・ Let ’s  P lay  (3)  
・ Look and Speak 
・ Let ’s  Sing 
・ Let ’s  Read 
・ Let ’s  P lay  (3)  
・ Let ’s  Read 
・ Let ’s  Wri t e  
・ Let ’s  Do I t  
・ Let ’s  P lay  (3)  
・ Let ’s  Sing/Chant  
・ Let ’s  Wri t e  
・ Let ’s  P lay  (3)  
4 時
間目  
・ Let ’s  Role -play  
・ Let ’s  Review 
・ Let ’s  Role -play  
・ Let ’s  Review  
・ Role -play /Act ivi t y  
・ Review  
・ Role -play /Act ivi t y  




ウ．単元の構成要素別指導方案（ 6学年中心）  







（１）Look at the picture 
・教科書の絵を見て学習内容を予想する。（単元のタイトルを見ながらヒントが得られる）  
・  予想される会話の内容を英語または韓国語で発表する。  
 
（２）Let’s l isten to the dialog 
・CD-ROMのタイトルの「消音」機能を利用して音無しで画面だけを見せ内用を予想させる。  
・  全体的な内用把握に重点を置き聞かす。  
（全部の単語を聞き取るという負担感を最小化し，英語の自然なイントネーションとリ
ズムに慣れるようにする）  
・  2回目聞かした後には，聞いた文章の発表をし，より具体的な発問を投げかける。  
 
（３）Let’s l isten again 
・CD-ROMのタイトルでもう一度会話を提示する。  




２）Listen and Repeat(1) 
















・  役割を多様に分け実際のように続けて言わせる。  
（教師：生徒，男子：女子，分担：分担等）  
・  多様な方法で続いて言うことに慣れてきたら，続いていわせずにそのまま練習させる。  
 
（３）Let’s pract ice 
・教科書の後ろに添付された絵を利用し基本的な表現を練習する。  
・  聞かされる内容に合っているカードを探す。  
・  提示されたカードと聞かされる内容が合っているかどうか○，×ゲームをする。  










・Let’s Play(1)では全体活動を中心に計画する。  
・  前で聞いて慣れた英語の表現を遊びの中で使用できるようにする。  






















（２）Let’s l isten to the dialog. 
・ 1回目の「Look and Speak」の会話をCD-ROMのタイトルで提示する。  
・  次に内容に対する質問を行い，英語で答える。  
 （生徒が単語や語句レベルで答えても褒め，より多くの発話がなされるようにする）  
・  もう一度聞き内容を確認する。  
 （生徒が聞こえなかった部分を教師が教える前に会話をもう一度見せ自ら分かるように
する。）  
・  2回目の「  Look and Speak」の会話を  CD-ROMのタイトルで提示し， 1回目と同じ順序
で指導する。  
 （生徒の発話が不十分でも認め，褒めてやる）  
 
4) Listen and Repeat (2) 
ア）設定趣旨  











（２）Listen and repeat 
・CD-ROMのタイトル画面で会話の番号を選択し聞かせ後に続いて言わせる。  




（３）Let’s pract ice 
・教科書の後ろに添付されている絵を利用し基本的な表現を練習する。  
・  聞かされた内容に合っているカードを探す。  
・  提示されたカードを見ながら質問に簡単な文章で答える。  














・  CD-ROMのタイトルで文章を提示し読むものを聞く。  
・  画面を見ながら後に続いて読む。  
・  文章を聞いて該当する絵を教科書から探し指で指す。  
・  教科書にある文章を各自声に出して読む。  
 
（２）Do it yourself 
・教科書に提示されている簡単な文章を自ら読み，与えられた課題を解く。  
 （生徒が困難を感じる場合，補足指導をする）  




ア）  設定趣旨  
Le t ’s  P lay(1)の活動が全体活動に重点を置くとすれば， Let’s  P lay(2)はこれを発展させグ
ループ別活動を通して目標とする文章を学習できるように提示する。  
 
イ）  指導方案  
（１）簡単な準備物や資料を活用し主に教室でできるものとする。  







・  特定の生徒を指名し理解度を確かめる。  
・  すべての生徒が参加できるように配慮し，疎外されたり他の行動をしている生徒がいな
いようにする。  















（１）Listen to the song/chant 
・CD-ROMのタイトルで歌やチャンツを聞かす。  
・  もう一度聞かし，リズムに合わせ手拍子や足踏みをする。  
・  一部分ごとに聞いて後に続いて発音し歌詞の意味を知る。  
 26
 （ 3， 4年生の場合は教科書に歌詞が提示されていないので内容を簡単に記号化し提示する
と理解力が高まる。）  
 
（２）Let’s sing/chant  
・ 1， 2時間目は慣れている簡単な言語表現が繰り返され主に文章単位で構成されているの
で多様なパートに分けて練習する。  













（１）  Let’s wri te 
・  絵と共に提示された文章を読む。  
・  CD-ROMのタイトルで文章を書く方法を提示する。  
・  提示された文章をそのまま写し書きする。  
 
（２）  Do it yourself 








Le t ’s  P lay(1)は全体活動を通して， Let ’s  P lay(2)はグループ別活動を通して目標とする文















（１）Let’s look at the picture 
・教科書に提示されている絵を見ながらどんな言葉が交わされるか予想し発表する。  
 （多少変な表現をしても肯定的に受容し褒めてやる）  
 
（２）Let’s watch the screen 
・CD-ROMのタイトルにある場面を注意深く見る。  
 
（３）Listen and repeat 
・  重要表現の後に続いて読み，慣れさせる。  
 
（４）Let’s role-play 














（１）Let’s do an act ivi ty 
・  教科書やCD－ROMのタイトルを通してどんな活動をするか調べる  
（作る等，準備物の必要な活動は必ず事前に予告し，準備物が揃うように配慮する。）  
・  活動方案を提示し案内することにより，円滑な学習がなされるようにする。  
 
（２）Let’s go for i t  
・  Mini book作り，招待状作りの様な活動は個別にできるが，調査活動のようなお互いに協
力しなければならない課題は他人を配慮し活動できるようにする。  































































時間  指導日  指導場所  指導教師
Unit 6. I get up at seven every day.
２ /４     
Objectives 多様な状況での習慣を表す表現を聞いて理解し話せる。  
 
① 使用文章  
A: What t ime do you get up B: It ’s 7 o’clock. 
A:  What t ime do you go to school? B: It ’s eight ten. 
A: What t ime do you back home? B: It ’s 3 o’clock. 
A: What t ime do you do homework? B: It ’s 9 o’clock. 
A: What t ime do you go to bed? B: It ’s 11 o’clock. 
 
② 調査表  
Name すること  Time 
起きる   
学校に行く   
家に帰る   
宿題をする   
 















・  ビデオやCD-ROMにあるロールプレイの音を消した後，一場面ずつ見ながら話す。  
 31
・  CartoonやCD-ROMのタイトルに提示されている絵の内容に合った台詞を言う。  
・  インターネット電話を利用して友達と電話したり，録音して音声メールを送ったりする。  
・  インターネットを利用して簡単な会話を聞いてテーマを探す。  
・  ウェブサイトで絵を抽出し絵を説明する文を書く。  
・  ペンパルに家庭，学校，趣味を紹介する手紙を書く。  

















・  ウェブサイトに入って過去の出来事について読む。  
・  簡単な会話を聞いてテーマを探す。  
・  ペンパルに自分自身や家族を紹介する手紙を書く。  
・  イギリスとアメリカの休日，観光案内のパンフレット，食堂の案内のパンフレット等に
関する協同学習課題をグループ別にする。  




単元名  5. Where is Namdaemun? 教科書のページ 4 6 , 4 7  時間  4/4 











区分  図書名  著者  出版社  
重点関連図書  ハンの町の話  カン ･ジョンヒ ジンソン  
教科  
関連  
図書  推薦図書  
Where does the 
teacher l ive? 
P aul a  K ur zban d  





http: //www.kizclub.com/storyt ime/neighborhood 










指導日時  2003年 6月 3日  場所 語学室  対象  5年 2組  








学習目標  ・自分の町を案内できる。  
図書室活用授業のモデルの適用  
重点関連図書  ハンの町の話  カン ･ジョンヒ ジンソン  
図  
書  推薦図書  
Where does the 
teacher l ive? 
筆
者
P aul a  K ur zban d  




















・Ⓣ  Hello. How are you, today? 
Ⓢ  I ’m great ,  thanks.  And you? 
Ⓣ  Pret ty good, thanks. What day is  it  
today? 
・Let’s sing together 
‘The Month Song’. 
– 曜日を今日の曜日に変えて歌う  
Speaking what the t it le of lesson 5 is.  







 -After  reading a book ‘ハンの町の話 ’,   
  check out how to find トリ  in the town and 
  write down on your sheet.  




-Talk about the directions to f ind トリ  in 
pairs. 












読 書 後， 学 習 用
紙 を 相 互 評 価 が


















Pr ac t ic e  
・学習目標の確認  
-Look at the map of オジョン洞  and ホンド





-Let’s f ind out  today’s activi ties. 
<活動 1> 地図を完成させる  
<活動 2> お遣いの場所を見つける  
<活動 3> 自分の街を案内する  
 
・<活動 1> 地図を完成させる  




 -Chose an information paper about  direct ion 



























自 分 の町 の 地 図






Flash  car d  
Develop 
-ment 
Pr ac t ic e  
・<活動 2> 
 -Read a paper and find the place where you 





・<活動 3> 自分の街を案内する  
-Put the place board on your desk and talk 


















課 題 遂行 有 無 を
確認する。  
 
読 書 後， 学 習 用
紙 を 相 互 評 価 が





 -In this town, I’m a stranger. 
  Please tel l  me how to get        .  







-Find a book ‘テジョン市新住所生活案内の
地図 ’ in the l ibrary and chose a place you 
want to go. 
Tell how to get there and then write down i t  
on the sheet.  
-「テジョン市新住所生活案内の地図」で
行ってみたい場所を探し，そこに行くため
の案内を学習課題用  紙に記録する。  
 
・次回の予告  
-Next time, you will study lesson 6. 
 Please read the tit le and think about the 
meaning. 







行 き た い 場 所 を 自




 ４）ロールプレイ活動を通した授業  
学習テーマ  誰であるか聞いて答える  時間  4/4 
学習目標  ・ロールプレイを通して誰であるか聞いて答えることができる  
コミュニケー
ション機能  
・Who is she?   She is Mina. 
言語規則  ・Who is       ? She/He is        .  
語彙  boy,  b ro the r,  fa t he r,  g i r l ,  he ,  she ,  m o t h e r,  p r e t t y,  pu p p y,  r i gh t ,  s i s t e r  
授業モデル  個別化授業モデル  
内容組織  当日教科小グループ活動  学習策略  






Teaching-Learning Activities Time 
Materials 









ⓉGood morning, boys and girls.  
ⓈGood morning, Ms Oh. 
ⓉHow are you? 
Ⓢ I’m       ,  thank you.  And you? 
Ⓣ I’m good.  How’s the weather  today? 
















Teaching-Learning Activities Time 
Materials 





・Listening ＆  Action 
 -聞いた後に続ける  
 ⓉLet’s do as I say. 
    Put your lef t hand up/down. 
    Put your r ight hand up/down. 
・Review 
 -Sing together ‘Who is she?’ 
 -Guessing game. 
  蓮の花の中にいる人が誰であるか聞いて
答える  
 ⓉLet’s sing together ‘Who is she?’ 
  Ⓢ (Sing along together.) 
  ⓉTake a guess who i t  is.  
    Who is she/he? 





Conf i r-  
mat i on  
of  












 -Listen to the story and guess today’s lesson. 
 -Story tellingを聞いて，今日の勉強を言っ
てみる  
I’ ll  tel l  you a s tory and guess today’s  l e sson .  
Shimchung became a queen and gave a big 
party for  blind people.  And then Mr.  Shim 
appeared.  King asked Shimchung ‘Who is he?’ 
Shimchung answered ‘He is my father.’ And 
Mr. Shim asked Servant ‘Who is Shimchung?’ 
Shimchung and Mr. Shim hugged and Mr. Shim 





 -  Let’s f ind out today’s act ivit ies. 
  <活動 1> Let’s l isten 
<活動 2> Let’s Practice(Ⅰ ) 
<活動 3> Let’s Role-play  
<活動 4> Let’s Practice(Ⅱ ) 
・<活動 1> Let’s l isten 
 - Let’s Watch the screen 
  見て聞きながらあらすじを理解する。  
王     ：Who is he? 
シンチョン：He is my father. Father! 
シンボンサ：Who is she? 
臣下    ： She is Shimchung. 
シンボンサ： Shimchung! 
シンチョン： Father!  
シンボンサ：Oh, Shimchung. 
シンチョン：King, this is my father. 
王     ：Nice to meet you. 
シンボンサ：Nice to meet you, too. 
 
7’ 











Teaching-Learning Activities Time 
Materials 




Pr ac t ic e  
 
Pr o duct i on  
 
Leve l  
sp ec i f ic  
l ea r n ing  
・<活動 2> Let’s Practice(Ⅰ ) 
 -  Let’s check the s tory.  
  会話の内容を知る  
-  Listen and repeat.  
会話を聞いて続ける  
Ⓣ  Now, l is ten and repeat l ine by l ine. 
Ⓢ  Listen and repeat line by line. 
- 会話の練習  
Ⓣ  Who is she/he?  
She/He is        .  
This  is my father. 
Nice to meet  you. 
- チャンツ及び歌  
 
・<活動 3> Let’s Role-play 
- Let’s  practice with a group. 
- グループ別に状況に合ったロールプレイ
を作る  
-  練習する  
-  Let’s  Role-play. 
-  ロールプレイの発表をし，相互に評価す
る  
 Ⓢ  Who is she/he? She/He is          .  
    Who is that/this? That/This 
is           .  
 
・<活動 4> Let’s Practice(Ⅱ ) 
 -  Le t ’s  do supplementary ＆  advanced 
act ivit ies 
- 深化・補充学習  
深化学習  補充学習  
Who is she/he?       Jul ie :  Who is he? 
She/He is         .   Minsu : He is  my dad.
Who is that/ this?    Jul ie :  Who is she? 









































Eva lua t i on  
・  学習内容をまとめる  
- Let’s classify today’s lesson. 
- 誰であるか聞いて答える  
 Ⓣ  Look at the picture. 
     Who is she/he? 
       Who is this/ that? 
 
・学習内容の評価  
 -  Listen to the dialogue and fi ll  the number. 
 -  会話の内容に合った人を探す。  
 (1) A : Who is that boy? 
    B : He is Youngsu.  
 (2) A : Wow! Pret ty. Who is she? 













Teaching-Learning Activities Time 
Materials 












G uid ing  
N ext  
les son  
 
 
(3) A: Who is  that gir l? 
    B: That is Nari.  
 (4) A: Who is  she? 
    B: She is my mother. 
 -  Write your records on the sheet.  




 -  Next  class notice. 
 単元： 6. Is this your cap? 
  目表 :  物の所有を表す表現を聞いて答える














































 深化課程基本課程  










 深化課程  
基本課程   補充課程  
 
                                      
1第７次教育課程セミナーの資料（韓国教育評価員 -チェ･ジンファン，ジン・キョンエ）より抜粋  
 39
この方法は補助教師がいなくても運営可能であり，深化課程の課題のみ実施すれば効果的
な方法である。授業の 2， 3， 4時間目に運営できる一般的な方法である。  
 
ウ）  基本課程の最終部分に３つのタスクを運営する方法  
 
深化課程  



















２）深化補充型教授・学習課程案（ 6年生）  










（ア）  対象を比較する言葉を聞いて理解できる。  
（イ）  事実確認及び明示する言葉を聞いて理解できる。  
（ウ）  簡単な指示や要求を聞いて行動できる。  
 
（２）スピーキング (Speaking) 
（ア）  対象を比較し話すことができる。  
（イ）  簡単な会話をしながら遊びやゲームができる。  
（ウ）  状況に合わせて簡単な会話ができる。  
 
（３）リーディング (Reading) 
（ア）  簡単な単語と文章を後に続いて読める。  
（イ）  太陽と風に関する文章を読んで内容を理解できる。  
 
（４）ライティング (Writing) 
（ア）  簡単な単語の意味を理解し書ける。  
（イ）  文章記号，文字等を適切に使用できる。  
 








Look and Listen 
Listen and Act 
Let’s s ing 
・新しい単語及び表現の理解  
・会話を聞いて行動する  




Listen and Speak 
Play and Learn 
Read and Write 
・簡単な会話を聞いて話す  
・Which is longer? ゲーム  




Listen and Read 
Read and Act 































・The students should be able to use the expression, ‘I ’m taller than you’.  
‘I ’m stronger than you’ and ‘Which is longer?’ by doing the tasks. 
時間  本時  準備品  
Materials 
VCR, Videotape, Story book, Seven Sun masks, Seven 
Wind masks, Seven overcoats, Worksheets (40) 40’ 4/4 
教授－学習活動  









・  Hello, boys and girls.  
・  Let’s do some actions. 
・  Stand up. 
・  Bend your knees. 
・  Wiggle your body. 
・  Touch your lef t knees with 
your r ight hand, please.  
 
・  Stand on your lef t leg. 
 
・  Hello, Ms. Lee. 
 
・  They stand up. 
・  They bend their knees. 
・  They wiggle their bodies. 
・  They touch their left 
knees with their r ight 
hands. 






・  Do you remember the story 
‘The Sun and the Wind’? 
・  Let’s think about our last 
lesson as you read the s tory 
af ter me. 
・  Just l isten and read the story  
si lent ly af ter me. 
・  Take a role and read the story  
af ter  me line by line while 
doing the act ions. 
・  Change your roles,  read after  
me and act out.  
 
・Yes, we do. 
 
・OK. 
・ They lis ten and read the 
story after the teacher. 
・They read the story 
si lent ly af ter the teacher.  
・They take roles,  read the 
story after the teacher in 





◆Presenting objectives of the lesson  
・Today,  we’ll  learn how to use the expressions, ‘I’m tal ler than 
















◆Presentation & Practice & Production  
・Let me explain how to play the game. 
・Please l isten carefully  and choose one task. 
 
◎You can play a ‘Which is longer?’ 
  S1: Which is longer, this ruler or that pencil? 
  S2: That pencil is longer than that ruler.    
Which is longer, this  ruler or my pen? 
  S3: Your pen is longer than the ruler. 
Which is longer your st ick or  his pencil? 
S4, S5, S6 Continue play ing the game. 
 
◎  You can ‘Listen and Check’ 
First ,  l is ten to the tape and wri te the correct answers on the 
worksheets.  The contents of  the recording are; 
ex)  A: This pen is not as long as that penci l.  
B: This  pen is shorter than that pencil.  





















① this pen   ② that pencil 
A: How tal l are you, Alice? 
B: I’m 154 cm tall .   How about you, Kildong? 
A: I’m 157 cm tal l .  
Q: Who is tal ler,  Kildong or  Alice? 




◎You can do a role play. 
 
First :  Form groups.  Six students in each group.  
Second: Change the story into a dialogue.  
 
ex) Narrator: The sun met the wind. 
Sun   :  Hi, wind.  How are you doing? 
Wind  :  Fine!  Thank you. 
Sun   :  You look very strong. 
Wind  :  Yes, thank you.  
Sun   :  I ’m stronger than you. 
Wind  :  No, I’m stronger than you. 
Sun   :  Can you make the chi ldren take off their  coats? 
Wind  :  Yes, I can. 
Narrator: The wind begins to blow hard. 
The chi ldren didn’t take off their coats. 
The sun begins to shine.  
The chi ldren took off  their coats . 
Sun    :  Who is real ly s tronger? 
Wind   :  Mrs. Sun, you’re really stronger than me. 
 
Third: Choose your own roles and do the role plays in your group. 
 
T: Let’s move to the task places and practice. 
T: Are you all done?    S: yes. 
T: Now, pract ice doing the role plays of ‘The Sun and the Wind’ in  
your group. 
T: Now, it ’s  t ime to act them out.  Which group wants to go firs t? 
S: We will ! 
T: Okay.  Come to the front .  Ready!  Action! 
T: Great job.          S:  Our turn, Ms. Lee. 
T: Excellent!  See you next t ime. 
30’ 
7 Sun  
masks, 




















３）深化補充型教授・学習課程案 (5学年 ) 
ア）単元 (Lesson) :  Is Peter there? 






イ）  単元の目標 (Objectives)  
（１）  リスニング (Listening) 
（ア）  電話での話を聞いて，その内容を理解できる。  
（イ）  提案されていることを聞いて，その内容を理解できる。  
 
（２）  スピーキング (Speaking) 
（ア）  電話で相手に対して「少々お待ちください」という表現ができる。  
（イ）  話をしたい相手に取り次いでほしいと表現ができる。  
（ウ）  「～しよう」と提案する表現ができる。  
 
（３）  リーディング (Reading) 
 （ア）  ‘show’と  ‘shoes’を読み，２つの単語の共通スペルである  ‘ sh’の音を認識できる。  
 （イ）  ‘sun’  ‘run’を読み，２つの単語の共通スペルである  ‘un’の音を認識できる。  
 
（４）  ライティング (Writ ing) 
 （ア）  ‘show’と  ‘shoes’を書くことができる。  
 （イ）  ‘sun’と   ‘run’を書くことができる。  
 







Look and Listen 
Listen and Speak 
Read and Write 
・電話での会話内容を聞いて理解する  
・電話での会話内容を聞いて後に続けて言う  




Look and Listen 
Listen and Speak 
Read and Write 
Play and Learn 
・電話での会話内容を聞いて理解する  
・電話での会話内容を聞いて後に続けて言う  
・   ‘un’がある単語を読んで書く  




Look and Listen 
Listen and Speak 
Read and Write 
Play and Learn 
・提案する言葉を聞いて理解する  
・提案の表現を聞いて後に続けて言う  
・   ‘ou’がある単語を読んで書く  




























・Students should be able to use the expressions ‘Hold on, please.’ ,  ‘  Is 
someone there?’,  ‘How about ～ ing?’ while doing tasks. 
時間  本時  準備品  
Materials 
A calendar, some paper cup telephones (10), Picture 
flash cards (9×4set), Role cards (4×3set) 40’ 4/4 
教授－学習活動  









・  Hi, everyone! 
・  How are you feel ing today? 
・  What day is  it  today? 
・  What’s the date of today? 
・  Look at the sky. 
・  What’s the weather l ike 
today? 
 
・  Hi, Ms. Lee!  
・  We are good. 
・  It ’s Thursday. 
・  May fif th. 
 
・ It ’s  a beautiful day. 
2’ A calendar 
◆Review  
・  Let’s chant.  Firs t l isten to 
me keeping rhythm with your 
feet.  
・  This is Jimin. (2 beats)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing soccer? (2)
・  Let’s chant al l  together.  
・  Now, practice chanting with 
your group. 
・  Is there any group who wants  
to chant? 
・  OK.  Here we go. 
・  Wow! Great! 
 
・OK. 
・They lis ten carefully.  
 
・This is Jimin. (2 beats) 
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing soccer? 
 
・They practice chanting 
with their group. 
・We wil l.  
 





◆Presenting objectives of the lesson  
・ It ’s  t ime to star t today’s lesson. 
・We’re going to do different act ivi ties for  this lesson. 
3’ 
１ ， ２ ， ３
時 間 目 に 学
習 し た 言 語
要 素 が 全 て
含 ま れ る よ
う に チ ャ ン
ツ を 作 り ，
自 然 に こ の





◆Presentation & Practice & Production  
・Let me explain how to do the task. 
・There are three task places that you should do.  
・Please l isten carefully  and choose one task as your level.  
 
◎You can play a ‘Bingo’ game at the  
1 s t ,  Make a bingo board with picture cards. 
2nd ,  Ask and answer one af ter another. 
 
For example, 
  S1: How about playing soccer? 
  S2: OK.  How about writ ing to Mom? 
  S1: Sounds great!  How about r iding a bike? … 
 
3 r d ,  Put the picture cards that suggested down on the desks. 









＊ 水 準 別 活
動 の 内 容
は， 1， 2， 3
時 間 目 に 行
っ た も の を
準 備 し ， た
だ 説 明 の み
で 理 解 が 出





◎You can ‘Paper Cup Telephone’ play at the  
1 s t ,  Make a group of three and face one another. 
2nd ,  Pick up the paper cup telephone. 
3 r d ,  Speak on the telephone using the expressions that you have 
learned at this lesson. 
 
For example, 
  S1: Hello.  Who’s cal ling? 
  S2: Hello.  This  is S2. Is S3 there? 
  S1: Yes,  hold on, please.  A cal l for you,  S3. 
  S3: Hi, S2.  What’s up? 
  S2: Not much.  What are you going to do this af ternoon? 
  S3: I don’t have any idea. 
  S2: How about playing soccer? 
  S3: Sounds great!  Let’s meet at the park by three. 
  S2: OK.  See you then. 






(Teaching and Learning Activities) 段階  
Steps 
Teacher Student 






◎You can role-play at  the 
1 s t ,  Make a group of three and face one another. 
2nd ,  Pick up one role card. 
Each card shows particular information about your role. 
For example,  
 





































3rd ,  Think about the characters and make a dialogue. 
4 th ,  Start role-playing. 
 
・  Move to the task place as your level. 
・  After you finish one task, go to another task place. 
















◆ Speak & Check  
 
・  Are you all done these tasks? 
・  Let’s sing ‘Walking walking’ 







・Let’s chant al l  together. 
・This is Jimin. (2 beat)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 
How about playing succer? (2) 
 
 
・ Now, Is there anyone or any 
group who wants to demonstrate 
making a phone call? 
 
・OK.  S1, S2, S3, come up to 
the front and speak into the 
paper cup telephone. 
・Great job. 
・Give them big hands.  
・Group 3, It ’s  your turn. 
 
 
・  Yes, I am / We are. 
・  They sing a song and go 
back to their seat .  
♬   Walking walking (x2) 
Hop.  Hop.  Hop. 
Running Running Running 
Running Running Running 
Now let’s  s top.  (x2) ♬ 
 
 
・This is Jimin. (2 beat)  
Is Minsu there? (2) 
Hold on, please.  (2) 




・  I will .  
・  We wil l.  
 
・  S1, S2, S3 pretend to cal l 
and say what they’ve 
learned at this lesson. 
 
・They continue to 





＊ で き る
だ け 多 く
の 生 徒 が
発 表 で き
る よ う に
誘 導 し ，
こ の 単 元
の 言 語 要
素 習 得 度





・ Next time we’ll study another  
lesson. 
・Have a nice day. 
 
・Wow! 





















教師が各グループの配達員に物の名前を言ったら (例： Bring  me tw o penci l s )，配達員は
自分のグループに何が必要であるか知らせ (例：Can I  have  two pencils? /  I  need two pe





一番前の人だけに聞こえるように小さな声で指示事項を (例： Put on  your shir t .  /  Put  on 







































































る。一人の生徒が指人形を動かしながら ”Thi s  i s  
my father/dad.”と紹介し，相手側の生徒 (または残
りの生徒 )は，自分の指人形を動かしながら ”Hello,
 n ice to  meet  you.”と言いあいさつをする。また，児童を小グループに分けてリ
ーダーを決めた後，リーダーが  “Mommy, mommy, where are you?”と尋ねたら，
残りの生徒はお母さんが描かれている指人形を差し出しながら一緒に声を合わせ












ける。 (上の部分は絵を付けたりとったりできるように貼り付けない )  
（４）ボードゲームをする時にサイコロを利用したり，ゲームに直接活用する時は各単元ご
とに関連する絵を 6つ貼り付け，出た絵を見て質問したり答えたりする活動ができる。  
例）  
2単元指導時  －  鉛筆の絵が出た場合  (It ’s  a pen.) 
４単元指導時  －  手を洗っている絵が出た場合  (Wash your hands.) 
５単元指導時  －  りんごの絵が出た場合  (Do you like apples?) 
７単元指導時  －  水泳をしている絵が出た場合  (Can you 
swim?) 
８単元指導時  －  くもりの絵が出た場合  (It ’s cloudy.) 
６単元の  ‘How Many~’ を学習する時は１－６までの数字が
書かれたサイコロ２つを同時に投げて出た目の数を合計














ア）色画用紙を縦・横 10㎝×7㎝くらいに切り取り，コーティングする。  
 
 51
イ）OHPフィルムを 8㎝×7㎝に切り取りア）の下側と左右  
側にあてて 1㎝幅のシートを包みポケットを作る。（上の
部分は絵が入るように貼り付けない）  
ア）  その次に必要な絵を切り取り O H Pフィルムポケ
ットに差し込んで使う。（通常一人当たり 4枚ず
つ，一グループを 4人ずつにすると 4×4＝ 16枚程
度）  
イ）  活用方法  
（１）  カードをグループの人数に合わせて分けカードゲームができる。（例：一つ
のグループにりんご，魚，チキン，ブドウの絵を格 4枚ずつ配り，グループの
生徒がカードを混ぜ 4枚ずつ取る。一枚を横の人に渡し  ‘Do you l ike apples?’ 
と質問し，横の人は受け取りながら自分に有利なカードなら  ‘Yes ,  I  do’ と答




























ア）カラーA４用紙に道のような S字を大きく描く。  
イ）上の S字模様の道を 3㎝ずつに区切る。  
ウ）ゲームを面白くさせるために所々「はずれ」，「 1コ  
  マ進む」，「 1コマ戻る」，「スキップ」，「元に戻    































８ ) Chant board 
文字に慣れる前の生徒にチャンツを慣れさせる時に効果的に使うことのできる資料である。






















































































あめゲーム  －  ゲームを始める前にあめを１つずつ配り，あめの包み紙にペンで自分の名
前を書かせた後，席を立たせる。まず教師が  ‘Hello, I ’m ○ . ’ と言った後，１人の生徒に教
師の名前が書かれているあめを投げながら  ‘What’s  your name?’ と質問する。それを受け取
った生徒は，教師がした様に ‘Hello,my name is  ○ . ’ と言い，他の生徒に自分の名前が書い
てあるあめを投げ，  ‘What ’s  your name?’と質問する。自分の名前を言い，あめを投げた生
徒は席に座る。全ての生徒が席に座ったらゲームは終わる。ゲームが終わったら，自分にあ





探偵ゲーム  －  ４人のグループを作る。各自持って来た物を机の中に隠し，１人が探偵に
なり目を閉じ，残りのメンバーが持ってきた物の中１つを探偵の手に渡し，メンバーの人た





ア）サイコロゲーム  －  ４人のグループを作る。６つの食べ物の絵を各５枚ずつ準備する。
OHPでポケットを作ったサイコロの６面にそれぞれ違う食べ物の絵を１枚ずつ入れる。残
りの４枚は机に裏返しにして置く。鬼がサイコロを投げ，ある食べ物の絵が出たら，残り
のグループのメンバーが  ‘Do you l ike ○ ?’と聞く。鬼は裏返しにされている絵の中で１
枚を取り，サイコロの絵と一致したら  ‘Yes ,  I  do . ’と答え，一致しなかったら  ‘No,  I  do
n’t. ’と答える。答えがYesなら２点，Noなら１点を与える。  
 
イ）カードゲーム  －  ４人のグループを作る。１人がカード 16枚 (水泳をしている絵，ダン
スをしている絵，スキーをしている絵，ジャンプしている絵をそれぞれ 4枚ずつ )を混ぜて
1人 4枚ずつ配る。 (他の人に見えないようにしてカードを持つ )1番の人がカードを 1枚出し，
2番の人に渡し，  ‘Can you ○？ ’と言う。 2番の人はそのカードが自分に必要なら  ‘Yes,  I
 can’必要ではなかったら  ‘No,  I  can’t . ’と言う。勝ったら  ‘Bingo. ’と言う。 (同じ絵 4枚を




ア）サイコロゲーム  -  4人のグループを作り，サイコロを３つずつ準備する。１つのサイコ
ロには６つの動物の絵を挿入し，残り２つのサイコロは１－６の数字を表示する。一人
がサイコロ３つを同時に投げる。残りのグループのメンバーは出た動物を見て（牛が出




イ）数字探し  -  4人のグループになり，グループごとに色鉛筆４色と１から 10までの色々な
形態，大きさの数字が混ざったB4用紙 1枚を配る。 4人が色鉛筆を 1本ずつ持ち，教師が言




ささやきゲーム  －  生徒を３～４つのグループに分け，グループ別に 1列に長く並べる。
各グループの最後の生徒に色々な色の色紙を 1束ずつ配る。 1番前の生徒を前に来させ，教
師が隠している色紙の色を尋ねさせる。生徒が ‘What color  is  i t?’と聞けば，教師が  ‘Blue’
というふうに色を答える。前の列の生徒がもとの位置に戻ったら， 2列目の生徒が 1列目の





































































6学年  英語  1学期  単元１  ：  Where are you from? 









活用道具  ウェブページ  
 
        ◍自身を紹介し，身分と出身地が話せる。  
 
        ◍事物，単語カード，プレゼンテーションの資料，コンピューター，CD-R
OM，検索エンジン  
        ◍生徒が国外サイトに接続できる機会を与える。  
 



































○ 基本学習活動  
（活動  1）絵を見て慣れる      （活動  2）チャンツで慣れる  
（活動  3）シチュエーションゲーム  （活動  4）歌  
○ 選択学習活動  
（活動  1）ゲーム          （活動  2）話す  






○ CD-ROMの資料を活用し一緒に基本表現に慣れる。  
○ (教師：生徒 )， (グループ：グループ )， (個人：個人 )で役割を決め練習する。  




 ○ 一緒に読んで意味を把握した後， CD-ROMを見ながらリズムに慣れ一文ずつ後に続け
て繰り返し読む。  
○ (教師：生徒 )， (グループ：グループ )， (個人：個人 )で役割を決め練習する。  
○ 発表 (出身地域を変え適用させる ) 
 
 
○ 提示されている絵をみてペアになり役割を決め，自己紹介の会話をする。  
 
 
○ CD-ROMを見ながら一緒に歌を聴いて慣れる。  
○ 上手くできない部分を練習する。  
○ 質問し，答える部分はおたがいにやりとりしながら歌う。  
 
 
○ 各自活動を選択し学習する。  










○ (活動  2) 話す：クラスメートと教科書の絵を見て今日学習した内容で会話してみる。  
○ (活動  3) リスニング：学習した内容が入っているCD-ROMをもう一度聞いて話してみ
る。  
○ (活動  4) 練習：先生と分からない内容や難しい表現を一緒に練習する。  
 
 
○ 空港のサイトを見せ (教師：生徒 )役割を決め会話をする。  
○ 一緒に歌を歌う。  
○ 次回の予告  
 







 ht tp: //www.melbourne-airport.com.au/ 
                    ht tp: //kumu.icsd.hawaii.gov/ 
 ht tp: //www.edunet4u.net  
 





6学年 英語 1学期  単元２ ： Is This York Street? 
 
単元名  2． Is This York Street? 
リスニング  道案内の表現を聞いて理解する。  
スピーキング  道を聞いて案内する。  
単元の目標  










の規則  言語の規則  
Is this          ? 
It ’s           .  
新しい語彙や
構文，文章  
steet,  s ir,  ma’am, corner, post  off ice, near,  restaurant,    
behind, between, bookstore, building, ask, at the corner, 
Is this Yor k  S t ree t? I t ’s  behind the post off ice,  




straight(5-5),  turn(5-5),  lef t(5-5) ,  r ight(4-5) museum(5-13),
 bank(5-5), park(5-13) 
開発  
Character 
ケビンのお父さんとお母さん，通行人男女  Ann(5-1) Nami
(5-1) Jinho(5-1)  
Key 
Expression 
Is this York Street? 
No, i t ’s behind the post office.  I t ’near the bus s top. 
Where is York Street? 
Go straight and turn lef t at the corner. 
 
 
領域  教科書の内容  資料開発内容  資料番号  
基本・補充： street ,  s i r,  ma ’a
m, corner,  post ,  off ice,  near, 
restaurant, behind, between, 
bookstore, building, 
深化資料： bus stop, bank, pa
rk, hospital, toy shop, museu
m  
s treet,  s ir,  ma’am, corner,  post
 office, near,  




必要既習語彙  straight(5-5-1-5), turn(5-5-1-6), lef t(5-5-1-2), 








基本・補充： s t ree t ,  s i r,  ma’am,
 corner, post off ice, near,      
restaurant ,  behind,  between,     
bookstore,  bui ld ing,  ask,  at  the 
corner, It ’s behind the ___. 
深化資料： York・Bay・Green・
Main・Apple・King Street 
s treet,  s ir,  ma’am, corner,  post
off ice, near, restaurant,        
behind,  between,  books tore,    
bu i ld ing ,  a sk ,  a t  t he  corner,   
 I t ’s  behind  the  ___.  I s  th i s   
York  St ree t?  I t ’s  be tw een the  






go, and,  street,  s ir,  ma’am, corner,  post off ice, near, restaurant,
 behind, between,  bookstore,  bui lding, ask, corner, help, bus   





①Dad: Excuse me, sir.   Is this York Street? 
  Man: Sorry, I don’t know. 
②Dad: Where is York Street? 






①Ann: Excuse me, sir.   Is this Nelson Building? 
  男性２ :No. It ’s  behind this building. 
②男性：Excuse me.  Where is Kim’s bookstore? 
  Nami: Kim’s Bookstore?   
It ’s between the bank and the school. 
 



























   6学年 英語 2学期  単元 10 ： I’m Stronger than You 
 
Unit 10. I’m stronger than you Teacher  
Date 2003.7.8 Period the 4 t h  Pages pp. 53-60 
Theme 
To understand and speak the expressions that  compare charac ter i s t ics  of   
 objects 
Objective 
Students  wil l  be able to understand and speak the expressions that compare 
characteris tics of objects. 
Teaching  
materials 
story tel ling pictures, CD-ROM, computer,  board, box, word cards, handouts,
 dice. etc..  
 
Step Procedure Teaching activit ies Time Aids & remarks 
Introduc- 
tion 
Greetings Hello, everyone?  How are you 
today? 
What date is it  today? 
What day is  it  today? 
Look at the sky. 
How’s the weather today? 
Let me call the roll.  
Is anybody absent? 
OK, let’s  get s tar ted with the 
song we’ve learned.  
‘SKIDAMARINK’ 















Why don’t you guess what i t  is? 
Let’s play a guessing game. 
Tongue twister 
It ’s time for Tongue twisters with 
today’s alphabet. 
8’ Big board, big box 
 






Introduction of the lesson. 
Today, we are going to s tudy 
‘comparing expression’ for 
example… 
  We learned about these sentences 
before.  Now, you can pract ice 
them with s torytell ing and role-
playing. 
- I’m stronger than you. 





l isten  
and  
speak 
Story tell ing 
Everyone, look at here,please. 
I have a interest ing story to tell  
you. 
Listen carefully. 
(Tell the s tory pictures)  
Did you listen well? 
OK, on this story, what did you 
learn? 
S  bigger, smaller,  stronger… 
Very good.   
Why don’t you say the sentence 
again. 








Practice Now, look at the board 
There are PSY, GOD, HOT 
Please guess!  What are thtey? 
S  They are s ingers. 
No, they are animals. 
P stands for Penguin, S for  
Snake… 









OK, now, i t ’s t ime for  role play. 
First ,  Let’s see the script .  







Review Let’s  f ind sentences and vocabularies 
with your partner. 
You did good job. 
Why don’t you give them big hands.  
5’ Worksheet 







Say good bye with a song 
Have a nice break.  Bye. 
3’ cassette player 
                   
 
 ht tp:/ /tucows.psi.kr.net /kids 参考サイト  
 65
 ４）インターネット検索サイトを活用した例４ (総合サイト -5学年中心 ) 
 
①第 7次教育課程 英語科水準別  
 教授・学習資料  
 (5つの指導共同開発教授学習資料 ) 
 (全南教育科学研究院 ) 
ht tp: / /www.cnei .or.kr/jr ies/web/gong/eeng
/ i n d e x . h t m l -  水準別深化・補充学習資
料 (特にリーディングとライティングの
ための画面資料と単元別インターネッ
トサイトがリンクされている )  
 













































L iste n  
&  
repat  (2) 





④Role-Play ロールプレイを台本化し， 5， 6年生の文字に対する欲求
を充足，課程学習  
② ICT活用教授用ソフトウェア  
 (カンウォン道教育科学研究院 )  
 h t t p : / / s a n . k e r i c . o r. k r / ~ w b i / 2 0 0 2 ic t / e 5 e n g l
i sh / i nde x .h t ml  
教科書自体となっていて読み書きの文字
が早く出て くる。 C D使用 の不便さをな
くした (そのままインターネットサイト










構成  構成の案内及び活用方法  
①Look & Listen 絵で提示されていて (リスニング )と (停止 )機能  





④Look & Speak CDのような動画や画面が小さい  
⑤Let’s Read 教科書の絵を大きく鮮明に提示  
単語にカーソルを合わせると単語が読まれ反復機能があ
る  







台本がなく， 5年生のリーディング課程として残念  
⑨Review CDの形態と同じで絵が出てくる  
 






















・Look & Listen( )，Listen & repeat 
Look & Speak，Listen & repeat( ) 
















House，Nature ,  People ,   










態で絵を見せ  “What’s  this?”と聞









後，左下のメニューから fil l- in blank，word scramble， stinky spelling， straight    






















⑦Read please! http:/ /readplease.com 
活用方法：ダウンロードして活用  
・ Fi le  newクリック－新しい文章，単語
入力  
・Font size：文字サイズ調節可能  
・Speed：速度調節可能  



















⑧  英語のカラオケhttp:/ /www.selfi.com/kids_world/song_list.asp 子どもの世界／英語  
  カラオケ／右側のAlphabetボックス／クリック  
○資料の内容：各学年単元別に歌とチャンツが入っている。  
○特徴：①低（１，２学年），中（３，４学年）高（５，６学年）に分類されている  
    ②基礎段階の歌とチャンツは歌詞にカーソルを合わせると翻訳される  

















       人形及び本の制作，移動式黒板及び牛乳パックを活用した資料等  
 
 








イ． 生徒の心理的負担を減らすことのできる方法とし，計量的評価は行わない。  
ウ． ゲームやロールプレイの様な意思疎通活動時に参加意欲，態度，意思疎通能力等を
観察し叙述式で記述する。  



















問題形態  問題の例  
音 識 別 意 問
題  
・次の 2つの音を聞いて同じであれば○，異なるならば×を書きなさい。  
・次の絵の中から聞いた音を表す絵を選びなさい。  
・次の絵の単語を聞いた順にその番号を書きなさい。  
イ ン ト ネ ー
シ ョ ン 及 び

















問題形態  問題例  
質疑応答  
・教師の言葉に続いて話す。  





絵 や チ ャ ー
ト に よ る 質
問  
・次の絵を見て質問に答えなさい。  
  What is she doing? 
  What is she wearing? 
・次の絵を見て質問に答えなさい。  
  How many cows are there? 
  How many apples on the table? 
・次の絵を説明しなさい。  















問題形態  問題例  
選択解答  
問題  
・My sister is a nurse. She                                 
① teachers students at school. 
② helps sick people. 
③ makes clothes. 
④ sales clothes. 
単純完成  
問題  
・My te         her is very kind. 
問 題 理 解 能




 He is my sister.       (       ) 














問題形態  問題例  
書き写し  ・次の文字を点線に沿って書きなさい。 .  
スペリング
を書く  
・読まれる単語 /文章を文字で書きなさい。  
 (読まれる文 ) Sara can’t get the ball . 
 
・次の文中の絵を正しい単語に変えて書きなさい。  
  He likes to play         .           
 72
絵 に 合 う 単
語 を 英 語 で
書く  
・絵に合った英単語を右の空欄に下記入れなさい。  
□□□   □□□  
絵 や 図 表 に
提 示 さ れ た
内 容 に 合 っ
た 英 語 を 書
く  
・下の表を見て＜参照＞の様に書きなさい。  
＜参照＞ In-ho can dance. He can play soccer. But he can’t swim. 





















イ． 評価結果の活用  
英語教科の評価結果は次の様な用度で活用することができる。  
・  生徒に自分が学習しなければならず，するべき事が何であるかを知らせる。  
・  生徒に英語学習の成就度を知らせる。  
・  生徒に学習動機を与える。  
・  教師に生徒の診断及び配置のたけの情報を提供する。  
・  教師が教授・学習の水準を調整し教授・学習過程案を作成する際に使う。  
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